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今お便いの基礎化駆品

お肌 に関心 が ある人 はたくさんいます 。しか し、

「お肌の健康」はどうでしょう。まだまだ、関心が高い

とは言えません。お肌が不健康 な状 態だと、悩 みを

抱えやすくなるだけでなく、長引く原因にもなります。

お肌にも、
“
健康管理

"が
必要なのです。アスタリズム

は、お肌 の調 子 を整 え、健 康 に導 くエ ッセンス。

年齢 、性 別、肌 質、悩みの種類 を聞わず、どなたで

もお使 いいただけます 。お肌 の健 康 は、誰 にでも

必要だからこそ、「誰にでもお使いいただける」に

こだわりました。アスタリズムをもっとも受 け入れ

やすい洗顔後のお肌にぜひ、お使いください。



世 界 で 最 初 に、
ス

旦
里

タキサ ンチ ン原 料 藻 の

培 養 を成 功 させ ました。

ア

大

富士化学工業グループは、早 く

からアスタキサンチンの機能性 に

注 目し、研 究を重 ねてきました。

した。しかし、私たちはそれだけでは満足できませんでした。体だけ

ではなく、お肌にもアスタキサンチンの力を屈けたい。体もお肌も

健やかにすることで、本当の健やかさを実現したい…。その想い

をカタチにした商 品が、「アスタリズム」です。

現 在では、最先端の技術を持つスウェーデン

で、原料のヘマトコッカス藻をじっくり培養し、

富 山県の自社工場でアスタキサンチンをてい

ねいに抽出。60年以上にわたる医薬品製造で

培 った技 術 とノウハウが凝 縮 されています。

アスタキサンチンをたっぷり配合したアスタリズム

は、「お肌を健康にする」これまでにない発想の

エッセンスです。ぜひあなたのお肌で、富士化学

工業の
“
自信

"を
、お試しください。
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アスタリズムではじめませ んか、いつもの基礎 化粧 品の前 に

「お肌 の上 台づくり」。悩 みのあるお肌 ではなく、悩 みのない

お肌をしっかり磨くこと。美しく健やかなお肌への第一歩です。



Ａ回▼肌
は、日↑えな
いと
ころで戦
っていま
す
。

お肌は、一定のサイクルで生まれかわります。内部で

生まれたお肌の素は、上へ上へと押し上げられ、■
・

最後は角質となってはがれ落ちます。ちょっとし荘
・ち、!・

・

川Lに は、

アスタキサ ンチ ンの 力 が

必 要 で す 。

サケはなぜ、小さな体で激流を上り、生まれ波郷へたどり着く  ・

ことができるのでしょう。答えは、体のなかに隠されています。

体内に蓄えられたアスタキサンチンが、逆境をはね返す原動

力になっているのです。アスタリズムには、原料となるヘマト

コッカス藻から独 自の技術で輸 出したアスタキサンチンが、

たっぷりと配合されています。毎日使えば、ちょっとやそっと

ではびくともしないお肌 になっていきます。お肌を取り巻く

環境が厳しさを増し、弱りがちな今こそ、アスタキサンチンの

力強さが必要です。



アスタリズムには、アスタキサンチンとそれをお肌に

届ける成分が主に配合されています。アスタキサン

チンの力 を充分 に発 揮 させ るために必 要 なもの

だけを厳 選しています。だからこそ、よくなじんで

ベタつかず、さっぱりとしたお肌に仕上がるのです。

次に使う基礎化粧品の入りもスムーズです。アスタ

リズムの波が赤いのは、原料からていねいに抽出し

たアスタキサンチンがたっぶりと配合されている証。

少し海藻のにおいがするのもそのためです。

ンビニ でも百 貨 店 で も、

お 買 い求 め い ただ けませ ん。

アスタリズムは、コンビニでも百貨店でもインターネットでもお買い

求めできません。それは、私たち富士化学工業が「お肌の健康」

に対して真剣だからです。お肌を健康な状態へ導くという、新しい

発想のエッセンスを、どうすれば安心してお使いいただけるのか。

考え抜いた末に出した答えは、信頼できる場所での販売でした。

流行に関係なく、末永くお使いいただきたい…。そんな想いが、

アスタリズムに詰まっています。

富士化学工業は、原料会社としてアスタキサンチンを

長年研究してきました。多くの特許出願・取得を行って

きた実績もあります。アスタキサンチンヘの情熱、お肌

を健康にしたいという想いの強さはどこにも負けま

せん。容器の緑色はその象徴といえます。容器の

緑色はアスタキサンチンの劣化を防ぎ、最もよい状態

に保つための色。イメージのために、成分を犠牲には

できません。アスタリズムの鮮やかな赤。その色には、

私たちの情熱や想いが色濃く反映されているのです。
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